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平
成
二
十
一
年
第
九
回
垂
井
町
議
会
定
例
会
第
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日
（
木
曜
日
） 

一 

出
席
議
員
及
び
欠
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 
 

番 
 

藤 

墳 
 

 

理 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 
 

番 
 

吉 

野 
 

 

誠 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 
 

番 
 

木 

村 

千 

秋 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 
 

番 
 

栗 

田 

利 

朗 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
五 

 

番 
 

広 

瀬 

文 

典 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
六 

 

番 
 

奥 

村 

耕 

作 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七 
 

番 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八 
 

番 
 

末 

政 

京 

子 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九 
 

番 
 

岩 

崎 

秋 

夫 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十 
 

番 
 

丹 
羽 

豊 

次 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一 

 

番 
 

小 

林 
敏 

美 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二 
 

番 
 

広 

瀬 
 

 
康 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
三 

 

番 
 

衣 

斐 

弘 
修 
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

欠
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な 
 

し 

 二 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町

長 
 

中 

川 

満 

也 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副

町

長 
 

西 
 

 

哲 

也 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総

務

課

長 
 

若 

山 

隆 

史 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

企

画

調

整

課

長 
 

桐 

山 

浩 

治 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

税

務

課

長 
 

江 

崎 

徳 

夫 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

健

康

福

祉

課

長 
 

小 

川 

孝 

夫 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住

民

課

長 
 

永 

澤 

幸 

男 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

建

設

課

長 
 

高 

木 

栄
太
郎 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

産

業

課

長 
 

三 

浦 

高 

雄 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下

水

道

課

長 
 

小 

林 

徹 

雄 

君 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小 

藪 

鉄 

男 

君 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

消

防

主

任 
 

山 

田 

敏 

郎 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水

道

課

長 
 

古 

山 

則 

雄 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教

育

長 
 

渡 

辺 

眞 

悟 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学

校

教

育

課

長 
 

興 
 

 

慈 

善 

君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生

涯

学

習

課

長 
 

乾 
 

 
 

 

豊 

君 

 三 

職
務
の
た
め
出
席
し
た
事
務
局
職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

務

局

長 
 

高 

木 

一 

幸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

書

記 
 

久
保
田 

陽 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

書

記 
 

三 

木 

弘 

子 

 四 

議
事
日
程 

 

平
成
二
十
一
年
第
九
回
垂
井
町
議
会
定
例
会
第
三
日
議
事
日
程 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

開
議 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
七
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
九
時 

日
程
第
一 

諸
般
の
報
告 

日
程
第
二 
議
第
七
十
二
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
補
正
予

会

計

管

理

者

兼 

会

計

課

長



－７４－ 

算
（
第
六
号
） 

日
程
第
三 

議
第
七
十
三
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
） 

日
程
第
四 
議
第
七
十
四
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） 

日
程
第
五 

議
第
七
十
五
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
） 

日
程
第
六 

議
第
七
十
六
号 

朝
倉
運
動
公
園
野
球
場
改
修
工
事
請
負
契
約

の
変
更
に
つ
い
て 

日
程
第
七 

議
第
七
十
七
号 

東
海
道
本
線
南
荒
尾
・
関
ケ
原
間
四
百
二
十

二
ｋ
百
七
ｍ
付
近
宮
前
踏
切
道
拡
幅
工
事
委

託
に
関
す
る
協
定
の
変
更
に
つ
い
て 

日
程
第
八 

議
第
七
十
八
号 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

日
程
第
九 

議
第
七
十
九
号 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

日
程
第
十 

議
員
派
遣
の
件 

 五 

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件 

議
事
日
程
の
と
お
り 

 六 

会
議
の
次
第 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。
（
午
前
九

時
十
分
） 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
に
は
、
会
議
規
則
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

九
番
岩
崎
秋
夫
君
、
十
番
丹
羽
豊
次
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
、
あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
て
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
議
事
日
程
に
入
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
一 

諸
般
の
報
告 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
一
、
諸
般
の
報
告
を
行
い
ま
す
。 

 

閉
会
中
に
陳
情
一
件
、
監
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
印
刷
し
て
お

手
元
に
配
付
い
た
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
報
告
に
か
え
、
諸

般
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
二 

議
第
七
十
二
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
六
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
二
、
議
第
七
十
二
号
平
成
二
十
一
年
度
垂

井
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

第
一
日
の
会
議
に
お
い
て
提
案
説
明
は
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 



－７５－ 

 

議
第
七
十
二
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六

号
）
は
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
三 

議
第
七
十
三
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
三
、
議
第
七
十
三
号
平
成
二
十
一
年
度
垂

井
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 

第
一
日
の
会
議
に
お
い
て
提
案
説
明
は
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
七
十
三
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
は
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
四 

議
第
七
十
四
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
四
、
議
第
七
十
四
号
平
成
二
十
一
年
度
垂

井
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
を
議
題

と
い
た
し
ま
す
。 

 

第
一
日
の
会
議
に
お
い
て
提
案
説
明
は
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
七
十
四
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
は
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
五 

議
第
七
十
五
号 

平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
五
、
議
第
七
十
五
号
平
成
二
十
一
年
度
垂

井
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

第
一
日
の
会
議
に
お
い
て
提
案
説
明
は
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
七
十
五
号
平
成
二
十
一
年
度
垂
井
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
は
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま

せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
六 

議
第
七
十
六
号 

朝
倉
運
動
公
園
野
球
場
改
修
工
事
請
負
契
約

の
変
更
に
つ
い
て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
六
、
議
第
七
十
六
号
朝
倉
運
動
公
園
野
球

場
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

議
第
七
十
六
号
朝
倉
運
動
公
園
野
球
場
改
修
工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
変
更
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日
に
、
岐
阜
市
六
条
南
三
丁

目
十
番
十
号
、
内
藤
建
設
株
式
会
社
、
代
表
取
締
役
内
藤
宙
と
請
負
契
約
を

締
結
し
、
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
契
約
内
容
の
一
部
を
変
更
す

る
必
要
が
生
じ
、
契
約
の
金
額
を
五
千
三
百
八
十
四
万
六
千
百
円
に
変
更
い

た
し
た
く
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
課
長
に
補
足
説
明
を
い
た
さ
せ
ま
す
の
で
、

十
分
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

建
設
課
長
高
木
栄
太
郎
君
。 

 
 

 

〔
建
設
課
長
高
木
栄
太
郎
君
登
壇
〕 

○
建
設
課
長
（
高
木
栄
太
郎
君
） 

議
第
七
十
六
号
朝
倉
運
動
公
園
野
球
場
改

修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
工
事
の
主
体
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
ス
コ
ア
ボ

ー
ド
の
壁
下
地
の
胴
縁
材
、
こ
れ
は
角
パ
イ
プ
、
リ
ッ
プ
溝
型
鋼
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
将
来
の
施
設
管
理
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
の
塗
装
仕
様
を
よ
り

耐
久
性
の
あ
る
溶
融
亜
鉛
メ
ッ
キ
仕
上
げ
へ
の
変
更
を
す
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

次
に
、
基
礎
工
事
掘
削
中
に
、
地
下
か
ら
芝
生
広
場
へ
の
給
水
を
す
る
た

め
の
水
道
管
、
Ｐ
Ｐ
管
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
口
径
五
十
ミ
リ
の
管
が
露
出
い
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た
し
ま
し
た
の
で
、
地
下
埋
設
物
の
支
障
物
件
と
し
て
、
こ
れ
の
仮
設
工
事

費
と
普
及
工
事
費
を
追
加
変
更
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
に
、
野
球
場
レ
フ
ト
側
の
桜
木
が
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
判
断
い
た
し

ま
し
て
、
当
初
十
一
本
か
ら
十
六
本
追
加
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
の
伐
採
の

変
更
を
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

請
負
額
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
契
約
五
千
三
百
十
三
万
円
の
と

こ
ろ
、
今
回
の
変
更
追
加
額
七
十
一
万
六
千
百
円
を
加
え
ま
し
て
五
千
三
百

八
十
四
万
六
千
百
円
と
い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

な
お
、
工
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
の
契
約
ど
お
り
二
十
二
年
三
月
十

九
日
と
い
う
こ
と
で
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
賜
り
た
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
七
十
六
号
朝
倉
運
動
公
園
野
球
場
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
同
意
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
七 

議
第
七
十
七
号 

東
海
道
本
線
南
荒
尾
・
関
ケ
原
間
四
百
二
十

二
ｋ
百
七
ｍ
付
近
宮
前
踏
切
道
拡
幅
工
事

委
託
に
関
す
る
協
定
の
変
更
に
つ
い
て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
七
、
議
第
七
十
七
号
東
海
道
本
線
南
荒

尾
・
関
ケ
原
間
四
百
二
十
二
ｋ
百
七
ｍ
付
近
宮
前
踏
切
道
拡
幅
工
事
委
託
に

関
す
る
協
定
の
変
更
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

議
第
七
十
七
号
東
海
道
本
線
南
荒
尾
・
関
ケ
原
間

四
百
二
十
二
ｋ
百
七
ｍ
付
近
宮
前
踏
切
道
拡
幅
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の

変
更
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
変
更
は
、
平
成
二
十
年
九
月
十
九
日
に
、
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅

一
丁
目
三
番
四
号
、
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
東
海
鉄
道
事
業
本
部
長
中

村
満
と
委
託
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

協
定
内
容
の
一
部
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
、
協
定
の
金
額
を
六
千
六
十
万

八
千
八
百
八
十
一
円
に
変
更
い
た
し
た
く
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

 

細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
課
長
に
補
足
説
明
を
い
た
さ
せ
ま
す
の
で
、

十
分
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

建
設
課
長
高
木
栄
太
郎
君
。 

 
 

 

〔
建
設
課
長
高
木
栄
太
郎
君
登
壇
〕 

○
建
設
課
長
（
高
木
栄
太
郎
君
） 

議
第
七
十
七
号
東
海
道
本
線
南
荒
尾
・
関

ケ
原
間
四
百
二
十
二
ｋ
百
七
ｍ
付
近
宮
前
踏
切
道
拡
幅
工
事
委
託
に
関
す
る

協
定
の
変
更
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 
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平
成
二
十
年
九
月
十
九
日
付
、
東
海
鉄
道
旅
客
株
式
会
社
と
垂
井
町
が
二

カ
年
の
工
期
で
協
定
を
結
び
、
宮
前
踏
切
拡
幅
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
本
年
度
が
最
終
年
度
と
い
う
こ
と
で
事
業
費
が
確
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
協
定
の
減
額
変
更
を
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

変
更
後
の
協
定
額
は
六
千
六
十
万
八
千
八
百
八
十
一
円
と
い
た
し
ま
し
て
、

減
額
す
る
額
は
二
千
百
三
十
九
万
一
千
百
十
九
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
変
更
に

至
り
ま
し
た
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
精
査
の
結
果
に
よ
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
る
工
期
の
変
更
は
、
当
初
の
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
と
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
賜
り
た
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
七
十
七
号
東
海
道
本
線
南
荒
尾
・
関
ケ
原
間
四
百
二
十
二
ｋ
百
七
ｍ

付
近
宮
前
踏
切
道
拡
幅
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
同
意
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
八 

議
第
七
十
八
号 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
八
、
議
第
七
十
八
号
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 

議
第
七
十
八
号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

人
権
擁
護
委
員
児
玉
信
子
氏
の
任
期
が
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
の
に
伴
い
、
同
人
を
適
任
と
認
め
再
推
薦
い
た
し
た
く
、

人
権
擁
護
委
員
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
七
十
八
号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
同
意
す
る

こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
九 

議
第
七
十
九
号 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
九
、
議
第
七
十
九
号
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

朗
読
を
省
略
し
、
提
案
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
中
川
満
也
君
。 

 
 

 

〔
町
長
中
川
満
也
君
登
壇
〕 

○
町
長
（
中
川
満
也
君
） 
議
第
七
十
九
号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

人
権
擁
護
委
員
大
橋
作
蔵
氏
の
任
期
が
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
の
に
伴
い
、
後
任
に
栗
田
ゆ
か
り
氏
を
推
薦
い
た
し
た
く
、

人
権
擁
護
委
員
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
七
十
九
号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
同
意
す
る

こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
程
第
十 

議
員
派
遣
の
件 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
衣
斐
弘
修
君
） 

日
程
第
十
、
議
員
派
遣
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

本
件
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
派
遣
す
る
こ
と
に
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
員
派
遣
の
件
は
、
お
手
元
に
配

付
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
決
定
さ
れ
ま
し
た
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て
、
変
更
を
要
す
る

場
合
に
は
議
長
一
任
と
い
た
し
た
い
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
長
に
一
任
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。 

 

以
上
で
本
日
の
議
事
日
程
は
す
べ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
本

日
の
会
議
を
閉
じ
、
こ
れ
を
も
っ
て
平
成
二
十
一
年
第
九
回
垂
井
町
議
会
定

例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。
（
午
前
九
時
二
十
九
分
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 



－８０－ 

 

右
会
議
の
次
第
を
記
載
し
、
そ
の
真
正
な
る
こ
と
を
証
す
る
た
め
、
こ
こ

に
署
名
す
る
。 

 

平
成 

 
 

年 
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日 

 

議 
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弘 
 

修 

  

議 
 

員 
 

 

岩 
 

崎 
 

秋 
 

夫 

  

議 
 

員 
 

 

丹 
 

羽 
 

豊 
 

次 

 


